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姿勢同すの発達とリズム運動の習熟(34)

視知覚の「受動性』、 Sくんにみる数え足しの問題。

前回は、図形模写が一筆描きで、 点の支えは、これとの関連で抽出方 とまり、 r3 + 2 J、r3 + 1 Jにつ
「めj等の書宇で筆順が混乱してし 向を予知させ、呼吸位相の同期も導 いては、 rl，2， 3"'Jと、数え

まう Sくんを対象に、運筆開始点 ー きました。fめj、『ぬJ、「あJの事 足しをしてしまいます。

支え学習の効果についてお話しまし 例がそうで、その先噂役には示指

た。垂線・描出が呼気で、運筆開始 ・近位指節間関節の運動が関係して

A、トランプの世界、 r7JとrSJの配列。
i • • • 

6+1=7C左右6点と中よ・り
5+2=7 l上・ 5点と下・ 2点〉
4+3=7伊十 ・四角と中ー三角〉.1 

φ | 6+2=B〈左右6点と中・ 2点〉
I 5+3=8 l上・ 5点と下・三角)・4h| 4+4=B併・四角と中・蔓形〉

B 、Sくんにみる視覚像r4Jの形成効果。

• 

トランプの世界。r7 Jにみる

r4Jを基準とする合成と分解 何

いるものと考え 故でしょう。図Aのトランプにおけ

られます。垂線 る配列が参考になります。r7 Jや

・運筆は本関節 r 8 Jの配列。意外に覚えていない

の屈曲運動によ ことに驚かされます。四角の r4 J 
りますが、末端 が基本です。これが基になって、中

て叩この運動が、 一点で r5J、中三角 ・3点で r7J、

屈曲時の般的 中菱形 ・4点で r8 Jと認識されま
傾向である呼気 す。無意識ですが、 r4 Jが視覚像

a 、実態.r3Jとr4Jの遣い。 r4J以上は数え足し。|運動と同期し、
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〈闘い (S<ん》

r左のこれはい〈つク』 → r2コ」
『右のこれはい〈つ。』 司 r1コ』
r2コと 1::1でい〈つ。」→ r3コ』

『互のこれはいくつ?J → r3コ』
『右のこれはい〈つ?J 司 r2コ』
r3コと Zコでいくつ7J-
r，. 2， 3. 4， 5J rS::::1j 

『左のこれはい〈つ7J - r3コ』
E右のこれはい〈つ7J - r可コ』
r3コと'コでいくつ?J一
r 1. 2. 3. 4J ~ r 4コ」EE 

b 、形成 1:数図 r4Jから取ったり、足したり。

ーJI 4 -1 = 3 (1"06) 4t 1 = 5 仰)
I - - 1 4 -2 = 2 (1"31) 

L!....一竺J4 -3 = 1 (1"82) 4t 3 = 7 (9"81) 
。、形成2:数図を使って、手で隠すまねをする。

「正司 4-1 = 3 (2"80) 3 + 1 = 4 (5"23) 
1 - -I 4-2=2 (2"49) 2+2=4 (5"87) 
l竺・I 4-3= 1 (12"49) 1+3=4 (5羽)
d 、形成3:視覚像 r4Jからの操作。作動記憶。

4 -1 = 3 (3"79) 4+ 1 = 5 (2"4カ5-1=4可
4-2=2 (2"43) 4+2=6 (5"1ω) 6-2=4可
4 -3 = 1 (10"25) 4+ 3 = 7 (6つ3)6+ 1=7可
走ドs<ん ζ男、 8・14ヶ月.陣曹児学級小学2年.馨石を使用.
指灘は唱週間唱回20分程度.形成， 2回目‘形属2 3回目、
田成3 ; 6回目.措置向lま解答まで田所用時間. 咽"'，20(4) 

下から上へのひ

ねり運筆 ・本関

のつの基本を構成しています.

形成プログラム。「隠すまQJの

効果=視覚像 r4Jの形成 視覚像

節伸版運動は吸 14Jをどのように形成するか。こ

気運動と同期傾 れが課題です。 国自のb、碁石を使

向をもつのでし って r4 Jを提示し、これから取っ
た。今回は、 s たり、足したりする学習を開始しま
くんにおける視 した.最初は、実際に取ったり、足

覚像 r4 Jの形 したりすることが必要でしたが、指
成の問題につい 導・3回Hの1週間後には、手で「隠

てお話したいと すまねjをするだけになりました(図

思います。筆順 自のcL r隠すまねlは、頭の中
習得のために主 である数を除去し、答えを導くだけ

えを要する事例 でなく、視覚像 r4 Jを自由に呼び
における算術処 出すことに効果します。

理の問題です。

r3JI:r4J 

の違い。r4 J 
以上は数え足し

図自の 8
0
S 

くんは、 r3 J 

頭の中での操作。『作動記憶』の

もとでの可逆性 6回目 (3週間後)

の指導は、碁石や数図なしに、頭の

中だけで実施しました(図Bのd)。

r 4 -3 Jだけでなく r4 + 3Jも
できています。視覚像 r4 Jが算術

までの合成・分 処理の「作動記憶」として呼び出さ

鮮は直感的に杷 れ、答えが導かれています。 r4十

握できます。が、 3 = 7 (6秒 73)J、所要時間には

r 4 J以上のま 解答 -tE字時間も含まれています。


